
東浦町は2023（令和5）年に75周年を迎えました

　1906（明治39）年５月１日に森岡、緒川、石浜、生路、藤江の五か村が合併し、本町の前身

である東浦村ができ、そこから42年後の1948（昭和23）年６月１日に町制施行をして、東浦

町が誕生しました。

　ＪＲ武豊線、名鉄河和線、国道366号、知多半島道路などの交通インフラが整い、名古屋・

三河方面へのアクセスにも便利であることから、大都市近郊のベッドタウンとして発展して

きました。産業面では、昭和の高度成長期に繊維産業が栄え、今では自動車関連産業や家具

製造業などが立地しています。また、このような都市化が進む中でも、豊かな自然と史跡を

保全する努力を続けてきました。

　東浦町は多くの可能性を秘めた、ポテンシャルがある素晴らしいまちです。私が目指すの

は「住みたくなるまち」。「つくる つながる ささえあう 幸せと絆を実感できるまち 東浦」を

キャッチフレーズに、これからも「東浦町に住みたい、ずっと住んでいたい」と思えるような

魅力あるまちを目指し、住民の皆さんとともに歩んでいきます。

　町制75周年を迎えた記念として発刊したこの町勢要覧は、四季折々の東浦町の風景や

まちの魅力を紹介しています。意外と気づいていない東浦町の魅力を、この１冊につめ込んで

皆さんのもとへお届けします。

東浦町は2023（令和5）年に75周年を迎えました

　1906（明治39）年５月１日に森岡、緒川、石浜、生路、藤江の五か村が合併し、本町の前身

である東浦村ができ、そこから42年後の1948（昭和23）年６月１日に町制施行をして、東浦

町が誕生しました。

　ＪＲ武豊線、名鉄河和線、国道366号、知多半島道路などの交通インフラが整い、名古屋・

三河方面へのアクセスにも便利であることから、大都市近郊のベッドタウンとして発展して

きました。産業面では、昭和の高度成長期に繊維産業が栄え、今では自動車関連産業や家具

製造業などが立地しています。また、このような都市化が進む中でも、豊かな自然と史跡を

保全する努力を続けてきました。

　東浦町は多くの可能性を秘めた、ポテンシャルがある素晴らしいまちです。私が目指すの

は「住みたくなるまち」。「つくる つながる ささえあう 幸せと絆を実感できるまち 東浦」を

キャッチフレーズに、これからも「東浦町に住みたい、ずっと住んでいたい」と思えるような

魅力あるまちを目指し、住民の皆さんとともに歩んでいきます。

　町制75周年を迎えた記念として発刊したこの町勢要覧は、四季折々の東浦町の風景や

まちの魅力を紹介しています。意外と気づいていない東浦町の魅力を、この１冊につめ込んで

皆さんのもとへお届けします。

ようこそ、東浦町へ！

東浦町長　
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東浦町の四季　春

東浦町の四季　夏

東浦町の四季　秋

東浦町の四季　冬

東浦町のまちづくり　－東浦町ってどんなまち？－

子育て支援のまち

みどり豊かなまち

歴史あるまち

教育のまち

すこやかなまち

安全安心のまち
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東浦町の観光マスコット
おだいちゃん

東浦町がどんなまちか
紹介するよ！

【プロフィール】
2012年４月に誕生した東浦町の観
光マスコット『おだいちゃん』。東浦町
生まれの徳川家康の母「於大の方」
がモデル。年齢は永遠の５歳！チャー
ムポイントは、桜色のほっぺ。アタマ
についている白い花は、東浦町の花
であるウノハナ、そして着物のＨは
ＨＩＧＡＳＨＩＵＲＡ（ひがしうら）のＨ。 
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